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Q所長就任にあたっての抱負
　50歳間近で初めて所長勤務を経験しています。しかも、60人規
模の港湾空港事務所は全国でも大所帯の事務所です。所管は九
州最大の博多港と福岡県南部地域の産業・物流拠点を目指す三
池港、最も利用者の多い福岡空港の整備を担当しています。これ
までは本省や整備局勤務が中心で、予算、企画、調査が主な業務
でしたが、今回は契約事務や工事実施、安全・労務管理、人事、組
織運営など、幅広い分野をほぼ初めて経験しています。毎日右往
左往していますが、同時に多くの職員に支えられていることを強く
実感しています。こうした中で感じたのは、風通しの良い職場環境
を作り、部署間のつながりを強化することです。特に港湾と空港の
間では、意外なところで複雑な連携が求められます。これらを円滑
に進めるため、積極的な働きかけと、チームとしての一体感を育く
む場を作っていきたいと思います。
　また、地域の関係者や企業の皆さんが頻繁にあいさつに来られ
る機会を通じて、地域や業界の実情についてしっかりと意見交換
を行っています。そうした活動を通じて、少しでも多くの皆さまに貢
献できるよう努めていきたいと思っています。

Q過去の赴任先で、思い出深い仕事や出来事
　九州地方整備局勤務は今回で3度目です。東海道・山陽新幹線
沿線都市を中心に勤務してきましたが、利便性や、住環境、自然

環境、食べ物、飲み屋街の豊富さなど全ての面でバラ
ンスがよい福岡市が気に入って、10年ほど前に居を
構え、福岡市民として暮らしてきました（とはいえ、ほと
んど単身赴任でした）。約９年ぶりに福岡に戻ってきま
したが、今の福岡市は、単身赴任時からはとても想像
できるものではない程に変わってしまったなと感じて
います。前回は、ちょうど消費税が５％から８％に上が
るタイミングで、2020年のオリンピックが終わったら
地価が下がるといわれていましたが、結果として福岡
市の地価は全国平均を上回る上昇を続けています。ま
た、あのアイランドシティ
の土地が都市機能用地を
含め完売したと聞き、いま
だに半信半疑です。
　また、この間に世界中か
らインバウンドが来訪する
ようになり、ここ福岡の観
光地も日本人ではなく外
国人であふれています。
海の玄関口である博多港
にも数多くの外国クルー
ズ船が寄港するようにな
り、今では毎日のように大
型クルーズ船が中央埠頭に寄港する姿をみて、違和
感がなくなりました。
　一方で、コロナ禍以降労働規制の強化も相まって、
急激な労働者不足が各分野で顕著化しました。バス
や鉄道の地域公共交通及びトラックドライバーの担い
手不足については、新聞紙上にも頻繁に取り上げられ
ていますが、実は建設分野においても人手の確保が
大きな課題となっており、これが今後の公共投資に大
きな陰を落としていくのではないかと心配しています。

Q事務所の紹介（事業内容）
　博多港については、九州・西日本を支える重要な役

割を担っており、航行する船舶の安全を確保するため、
航路・泊地の浚渫工事等を実施しています。浚渫によ
り発生した土砂は、地域の声を受け止めながら窪地の
埋め戻しに有効活用し「環境改善」を図っています。
　昨年度さらに一歩踏み込み､豊かな博多湾を目指し
有識者等を含めた意見交換会を立ち上げました。森・
里・川・海の繋がりの大切さを再確認し、豊かな環境を
次世代につなぐため「環境創造」を目指すべきとの意見
が交わされました。ここでの議論の成果は、同年10月の
「全国アマモサミット2023inふくおか」にて、九州地方

整備局より発表を行ってお
ります。今後は、具体的に環
境創造策として浚渫土砂
を活用した浅場の造成に
取り組む予定です。県南を
中心とした地域の物流を
支える三池港では航路整
備を行っています。
　また、福岡空港について
は、旅客数、発着数とも滑
走路1本の空港ではいず
れも国内最多となってお
り、逼迫した利用状況と

なっています。さらなる需要増加へ対応するため、輸送
拠点としての機能強化とともに、災害時の航空機の安
定的な運航を確保するための整備を実施しています。

Q今年度の事業概要
　持続的な経済成長の実現を目指し、港湾の機能強
化・航空ネットワークの充実を図っています。まず、博多
港の香椎パークポート地区でコンテナ船の荷役の安
全確保のため、岸壁の改良に令和3年度より取り組ん
でいます。箱崎ふ頭地区に関して、船の荷役の安全確
保のため、岸壁の改良に令和３年度より着手するとと
もに箱崎ふ頭に着岸する大型穀物船の航行安全の確

保のため航路・泊地の改良に
令和4年度より取り組んでいま
す。中央航路地区では海上交
通ネットワークの安全性を確
保するための航路の改良に令
和元年度より取り組んでいま
す。
　福岡県南部地域の基幹産
業を支える三池港では港湾施
設利用の安全性を確保すると
ともに海上交通ネットワークを
維持するための航路の改良に
平成30年度より取り組んでい
ます。
　福岡空港は、滑走路処理能
力を向上し、航空機の混雑・遅
延の解消及び将来の航空需
要への適切な対応を図るた
め、滑走路増設事業に平成27
年度より着手し、今年度末の
完成に向け取り組んでいます。

Q地域との連携・  
　協働面について
　前職が京都府港湾局で港
湾管理者だったこともあり、地
元市との調整や地域のイベン
トへの参画、みなとオアシスイ
ベントの主催及びクルーズ船
の受け入れ対応など、どちらかといえば地域連携・協働
が主業務でした。ですが直轄事務所の業務は所管が整
備限定のため、どうしてもイベントを主導することが難し
いと感じております。とはいえ、広報活動として、業務艇
なじまを活用した現場見学会や地域のお祭りへの参画
など、やれるところはあるので粛 と々活動していきたいと
考えています。

Q地域建設業界への要望やメッセージ
　建設業は地域の守り手として生活基盤を支え、社会
を成り立たせています。しかし現在、業界の人材不足は
喫緊の課題です。この状況を打開するためには、業界
の魅力を理解してもらう必要があります。若い人たちが
「ここ、面白いな」と感じられるような仕事をするために
は、彼らが自由に想像し、アイデアを膨らませることの
できる環境を提供することも大切です。

　例えば、港湾や空港の整備
についても、「こうしたらもっと
便利に、楽しくなるのでは？」と
いう具体的な発想や創造を抱
かせる場所。このような前向き
なエネルギーを持つ若手が集
まることで、地域に必要な建設
事業が向上し、地域社会がよ
り良くなっていくのです。未来
を見据えた発展を実現するた
めに、受発注者双方が意見交
換を行い、課題を解決してい
きたいと思います。

Q健康法や趣味、  
　座右の銘など
　趣味と仕事の両方に関連し
ますが、経済の動きに気を付け
ています。港湾は経済活動、特
に国際経済活動の中心です。為
替や株価、景気、商品の値動き
などが最終的に貨物の動きに
影響を与えるため、これらの動
向は常に注視しています。基本
的にインドアなので、運動は得
意ではありませんが、今月から
地域の方に誘われてスロージョ
ギングに参加しています。運動
習慣がなかったので、新鮮な気

持ちで走っています。

　座右の銘は、以前は「臨機応変」です。最近は何事にも
思い悩むことはせず「ケセラセラ（なるようになる）」と柔
軟に対応し、結果を受け入れるようにしています。
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▲博多港アイランドシティ地区コンテナターミナル



Q所長就任にあたっての抱負
　50歳間近で初めて所長勤務を経験しています。しかも、60人規
模の港湾空港事務所は全国でも大所帯の事務所です。所管は九
州最大の博多港と福岡県南部地域の産業・物流拠点を目指す三
池港、最も利用者の多い福岡空港の整備を担当しています。これ
までは本省や整備局勤務が中心で、予算、企画、調査が主な業務
でしたが、今回は契約事務や工事実施、安全・労務管理、人事、組
織運営など、幅広い分野をほぼ初めて経験しています。毎日右往
左往していますが、同時に多くの職員に支えられていることを強く
実感しています。こうした中で感じたのは、風通しの良い職場環境
を作り、部署間のつながりを強化することです。特に港湾と空港の
間では、意外なところで複雑な連携が求められます。これらを円滑
に進めるため、積極的な働きかけと、チームとしての一体感を育く
む場を作っていきたいと思います。
　また、地域の関係者や企業の皆さんが頻繁にあいさつに来られ
る機会を通じて、地域や業界の実情についてしっかりと意見交換
を行っています。そうした活動を通じて、少しでも多くの皆さまに貢
献できるよう努めていきたいと思っています。

Q過去の赴任先で、思い出深い仕事や出来事
　九州地方整備局勤務は今回で3度目です。東海道・山陽新幹線
沿線都市を中心に勤務してきましたが、利便性や、住環境、自然

環境、食べ物、飲み屋街の豊富さなど全ての面でバラ
ンスがよい福岡市が気に入って、10年ほど前に居を
構え、福岡市民として暮らしてきました（とはいえ、ほと
んど単身赴任でした）。約９年ぶりに福岡に戻ってきま
したが、今の福岡市は、単身赴任時からはとても想像
できるものではない程に変わってしまったなと感じて
います。前回は、ちょうど消費税が５％から８％に上が
るタイミングで、2020年のオリンピックが終わったら
地価が下がるといわれていましたが、結果として福岡
市の地価は全国平均を上回る上昇を続けています。ま
た、あのアイランドシティ
の土地が都市機能用地を
含め完売したと聞き、いま
だに半信半疑です。
　また、この間に世界中か
らインバウンドが来訪する
ようになり、ここ福岡の観
光地も日本人ではなく外
国人であふれています。
海の玄関口である博多港
にも数多くの外国クルー
ズ船が寄港するようにな
り、今では毎日のように大
型クルーズ船が中央埠頭に寄港する姿をみて、違和
感がなくなりました。
　一方で、コロナ禍以降労働規制の強化も相まって、
急激な労働者不足が各分野で顕著化しました。バス
や鉄道の地域公共交通及びトラックドライバーの担い
手不足については、新聞紙上にも頻繁に取り上げられ
ていますが、実は建設分野においても人手の確保が
大きな課題となっており、これが今後の公共投資に大
きな陰を落としていくのではないかと心配しています。

Q事務所の紹介（事業内容）
　博多港については、九州・西日本を支える重要な役

割を担っており、航行する船舶の安全を確保するため、
航路・泊地の浚渫工事等を実施しています。浚渫によ
り発生した土砂は、地域の声を受け止めながら窪地の
埋め戻しに有効活用し「環境改善」を図っています。
　昨年度さらに一歩踏み込み､豊かな博多湾を目指し
有識者等を含めた意見交換会を立ち上げました。森・
里・川・海の繋がりの大切さを再確認し、豊かな環境を
次世代につなぐため「環境創造」を目指すべきとの意見
が交わされました。ここでの議論の成果は、同年10月の
「全国アマモサミット2023inふくおか」にて、九州地方

整備局より発表を行ってお
ります。今後は、具体的に環
境創造策として浚渫土砂
を活用した浅場の造成に
取り組む予定です。県南を
中心とした地域の物流を
支える三池港では航路整
備を行っています。
　また、福岡空港について
は、旅客数、発着数とも滑
走路1本の空港ではいず
れも国内最多となってお
り、逼迫した利用状況と

なっています。さらなる需要増加へ対応するため、輸送
拠点としての機能強化とともに、災害時の航空機の安
定的な運航を確保するための整備を実施しています。

Q今年度の事業概要
　持続的な経済成長の実現を目指し、港湾の機能強
化・航空ネットワークの充実を図っています。まず、博多
港の香椎パークポート地区でコンテナ船の荷役の安
全確保のため、岸壁の改良に令和3年度より取り組ん
でいます。箱崎ふ頭地区に関して、船の荷役の安全確
保のため、岸壁の改良に令和３年度より着手するとと
もに箱崎ふ頭に着岸する大型穀物船の航行安全の確

保のため航路・泊地の改良に
令和4年度より取り組んでいま
す。中央航路地区では海上交
通ネットワークの安全性を確
保するための航路の改良に令
和元年度より取り組んでいま
す。
　福岡県南部地域の基幹産
業を支える三池港では港湾施
設利用の安全性を確保すると
ともに海上交通ネットワークを
維持するための航路の改良に
平成30年度より取り組んでい
ます。
　福岡空港は、滑走路処理能
力を向上し、航空機の混雑・遅
延の解消及び将来の航空需
要への適切な対応を図るた
め、滑走路増設事業に平成27
年度より着手し、今年度末の
完成に向け取り組んでいます。

Q地域との連携・  
　協働面について
　前職が京都府港湾局で港
湾管理者だったこともあり、地
元市との調整や地域のイベン
トへの参画、みなとオアシスイ
ベントの主催及びクルーズ船
の受け入れ対応など、どちらかといえば地域連携・協働
が主業務でした。ですが直轄事務所の業務は所管が整
備限定のため、どうしてもイベントを主導することが難し
いと感じております。とはいえ、広報活動として、業務艇
なじまを活用した現場見学会や地域のお祭りへの参画
など、やれるところはあるので粛 と々活動していきたいと
考えています。

Q地域建設業界への要望やメッセージ
　建設業は地域の守り手として生活基盤を支え、社会
を成り立たせています。しかし現在、業界の人材不足は
喫緊の課題です。この状況を打開するためには、業界
の魅力を理解してもらう必要があります。若い人たちが
「ここ、面白いな」と感じられるような仕事をするために
は、彼らが自由に想像し、アイデアを膨らませることの
できる環境を提供することも大切です。

　例えば、港湾や空港の整備
についても、「こうしたらもっと
便利に、楽しくなるのでは？」と
いう具体的な発想や創造を抱
かせる場所。このような前向き
なエネルギーを持つ若手が集
まることで、地域に必要な建設
事業が向上し、地域社会がよ
り良くなっていくのです。未来
を見据えた発展を実現するた
めに、受発注者双方が意見交
換を行い、課題を解決してい
きたいと思います。

Q健康法や趣味、  
　座右の銘など
　趣味と仕事の両方に関連し
ますが、経済の動きに気を付け
ています。港湾は経済活動、特
に国際経済活動の中心です。為
替や株価、景気、商品の値動き
などが最終的に貨物の動きに
影響を与えるため、これらの動
向は常に注視しています。基本
的にインドアなので、運動は得
意ではありませんが、今月から
地域の方に誘われてスロージョ
ギングに参加しています。運動
習慣がなかったので、新鮮な気

持ちで走っています。

　座右の銘は、以前は「臨機応変」です。最近は何事にも
思い悩むことはせず「ケセラセラ（なるようになる）」と柔
軟に対応し、結果を受け入れるようにしています。

▲博多湾NEXT会議　アマモ種子選別作業



Q所長就任にあたっての抱負
　50歳間近で初めて所長勤務を経験しています。しかも、60人規
模の港湾空港事務所は全国でも大所帯の事務所です。所管は九
州最大の博多港と福岡県南部地域の産業・物流拠点を目指す三
池港、最も利用者の多い福岡空港の整備を担当しています。これ
までは本省や整備局勤務が中心で、予算、企画、調査が主な業務
でしたが、今回は契約事務や工事実施、安全・労務管理、人事、組
織運営など、幅広い分野をほぼ初めて経験しています。毎日右往
左往していますが、同時に多くの職員に支えられていることを強く
実感しています。こうした中で感じたのは、風通しの良い職場環境
を作り、部署間のつながりを強化することです。特に港湾と空港の
間では、意外なところで複雑な連携が求められます。これらを円滑
に進めるため、積極的な働きかけと、チームとしての一体感を育く
む場を作っていきたいと思います。
　また、地域の関係者や企業の皆さんが頻繁にあいさつに来られ
る機会を通じて、地域や業界の実情についてしっかりと意見交換
を行っています。そうした活動を通じて、少しでも多くの皆さまに貢
献できるよう努めていきたいと思っています。

Q過去の赴任先で、思い出深い仕事や出来事
　九州地方整備局勤務は今回で3度目です。東海道・山陽新幹線
沿線都市を中心に勤務してきましたが、利便性や、住環境、自然

環境、食べ物、飲み屋街の豊富さなど全ての面でバラ
ンスがよい福岡市が気に入って、10年ほど前に居を
構え、福岡市民として暮らしてきました（とはいえ、ほと
んど単身赴任でした）。約９年ぶりに福岡に戻ってきま
したが、今の福岡市は、単身赴任時からはとても想像
できるものではない程に変わってしまったなと感じて
います。前回は、ちょうど消費税が５％から８％に上が
るタイミングで、2020年のオリンピックが終わったら
地価が下がるといわれていましたが、結果として福岡
市の地価は全国平均を上回る上昇を続けています。ま
た、あのアイランドシティ
の土地が都市機能用地を
含め完売したと聞き、いま
だに半信半疑です。
　また、この間に世界中か
らインバウンドが来訪する
ようになり、ここ福岡の観
光地も日本人ではなく外
国人であふれています。
海の玄関口である博多港
にも数多くの外国クルー
ズ船が寄港するようにな
り、今では毎日のように大
型クルーズ船が中央埠頭に寄港する姿をみて、違和
感がなくなりました。
　一方で、コロナ禍以降労働規制の強化も相まって、
急激な労働者不足が各分野で顕著化しました。バス
や鉄道の地域公共交通及びトラックドライバーの担い
手不足については、新聞紙上にも頻繁に取り上げられ
ていますが、実は建設分野においても人手の確保が
大きな課題となっており、これが今後の公共投資に大
きな陰を落としていくのではないかと心配しています。

Q事務所の紹介（事業内容）
　博多港については、九州・西日本を支える重要な役

割を担っており、航行する船舶の安全を確保するため、
航路・泊地の浚渫工事等を実施しています。浚渫によ
り発生した土砂は、地域の声を受け止めながら窪地の
埋め戻しに有効活用し「環境改善」を図っています。
　昨年度さらに一歩踏み込み､豊かな博多湾を目指し
有識者等を含めた意見交換会を立ち上げました。森・
里・川・海の繋がりの大切さを再確認し、豊かな環境を
次世代につなぐため「環境創造」を目指すべきとの意見
が交わされました。ここでの議論の成果は、同年10月の
「全国アマモサミット2023inふくおか」にて、九州地方

整備局より発表を行ってお
ります。今後は、具体的に環
境創造策として浚渫土砂
を活用した浅場の造成に
取り組む予定です。県南を
中心とした地域の物流を
支える三池港では航路整
備を行っています。
　また、福岡空港について
は、旅客数、発着数とも滑
走路1本の空港ではいず
れも国内最多となってお
り、逼迫した利用状況と

なっています。さらなる需要増加へ対応するため、輸送
拠点としての機能強化とともに、災害時の航空機の安
定的な運航を確保するための整備を実施しています。

Q今年度の事業概要
　持続的な経済成長の実現を目指し、港湾の機能強
化・航空ネットワークの充実を図っています。まず、博多
港の香椎パークポート地区でコンテナ船の荷役の安
全確保のため、岸壁の改良に令和3年度より取り組ん
でいます。箱崎ふ頭地区に関して、船の荷役の安全確
保のため、岸壁の改良に令和３年度より着手するとと
もに箱崎ふ頭に着岸する大型穀物船の航行安全の確

保のため航路・泊地の改良に
令和4年度より取り組んでいま
す。中央航路地区では海上交
通ネットワークの安全性を確
保するための航路の改良に令
和元年度より取り組んでいま
す。
　福岡県南部地域の基幹産
業を支える三池港では港湾施
設利用の安全性を確保すると
ともに海上交通ネットワークを
維持するための航路の改良に
平成30年度より取り組んでい
ます。
　福岡空港は、滑走路処理能
力を向上し、航空機の混雑・遅
延の解消及び将来の航空需
要への適切な対応を図るた
め、滑走路増設事業に平成27
年度より着手し、今年度末の
完成に向け取り組んでいます。

Q地域との連携・  
　協働面について
　前職が京都府港湾局で港
湾管理者だったこともあり、地
元市との調整や地域のイベン
トへの参画、みなとオアシスイ
ベントの主催及びクルーズ船
の受け入れ対応など、どちらかといえば地域連携・協働
が主業務でした。ですが直轄事務所の業務は所管が整
備限定のため、どうしてもイベントを主導することが難し
いと感じております。とはいえ、広報活動として、業務艇
なじまを活用した現場見学会や地域のお祭りへの参画
など、やれるところはあるので粛 と々活動していきたいと
考えています。

Q地域建設業界への要望やメッセージ
　建設業は地域の守り手として生活基盤を支え、社会
を成り立たせています。しかし現在、業界の人材不足は
喫緊の課題です。この状況を打開するためには、業界
の魅力を理解してもらう必要があります。若い人たちが
「ここ、面白いな」と感じられるような仕事をするために
は、彼らが自由に想像し、アイデアを膨らませることの
できる環境を提供することも大切です。

　例えば、港湾や空港の整備
についても、「こうしたらもっと
便利に、楽しくなるのでは？」と
いう具体的な発想や創造を抱
かせる場所。このような前向き
なエネルギーを持つ若手が集
まることで、地域に必要な建設
事業が向上し、地域社会がよ
り良くなっていくのです。未来
を見据えた発展を実現するた
めに、受発注者双方が意見交
換を行い、課題を解決してい
きたいと思います。

Q健康法や趣味、  
　座右の銘など
　趣味と仕事の両方に関連し
ますが、経済の動きに気を付け
ています。港湾は経済活動、特
に国際経済活動の中心です。為
替や株価、景気、商品の値動き
などが最終的に貨物の動きに
影響を与えるため、これらの動
向は常に注視しています。基本
的にインドアなので、運動は得
意ではありませんが、今月から
地域の方に誘われてスロージョ
ギングに参加しています。運動
習慣がなかったので、新鮮な気

持ちで走っています。

　座右の銘は、以前は「臨機応変」です。最近は何事にも
思い悩むことはせず「ケセラセラ（なるようになる）」と柔
軟に対応し、結果を受け入れるようにしています。

▲福岡空港滑走路増設事業　夜間工事状況

写真提供：博多港湾・空港整備事務所

▲三池港（大牟田）

プロフィール

大阪出身、49歳。
H12年 4月 港湾局建設課  採用
H14年 4月 道路局高速国道課調査係長
H16年 4月 大臣官房公共事業調査室係長
H21年 4月 港湾局海岸・防災課
   災害対策室課長補佐
H24年11月 九州地方整備局  港湾空港部

       港湾空港環境対策官
H27年 7月 九州地方整備局  港湾空港部港湾物流企画室長
H28年 4月 中国地方整備局  港湾空港部計画企画官
H29年10月 観光庁国際観光課総合計画室長
R 1年 7月 中部運輸局交通政策部長
R 3年 7月 京都府商工労働観光部・建設交通部 港湾局長
R 6年 7月 現職

▲博多港親子見学会 業務艇「なじま」


